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回
、
地
西
国
の
具
体
例

次
に
、
今
立
地
西
国
と
池
田
地
西
国
に
例
を

ひ
い
て
、
地
西
国
の
成
立
と
そ
の
歴
史
そ
し
て

現
行
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
今
立
地
西
国

今
立
地
西
国
は
、
地
図
の
一
京
す
様
に
、
粟
田

部
・
五
箇
・
味
真
野
一
帯
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

そ
の
第
三
十
一
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
岩
本
神

社
の
境
内
に
あ
る
観
音
堂
(
堂
の
正
面
に
は
、

西
国
霊
場
三
十
一
番
長
命
寺
の
御
詠
歌
を
記
し

た
小
額
が
か
か
っ
て
い
る
)
の
柱
に
、
五
枚
の

谷

越
前
回
に
お
け
る
地
西
国

紙
製
の
納
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
(
写
真
①
)
。
納

札
の
大
き
さ
は
、
横
約
九

H
J川
縦
約
二

O
H
ン灯

内
外
の
も
の
で
、
四
枚
は
墨
書
で
(
イ
1
-
こ、

残
り
の
一
枚
は
印
刷
さ
れ
て
お
り
数
字
だ
け
が
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墨
書
で
あ
る
(
ホ
)
。

昭
和
四
十
九
年
七
月
七
日

奉
納
地
西
国
三
十
三
所
順
奔

不
老
正
円
寺
榎
中

為
永
岳
行
道
居
士
菩
提

奉
納
地
西
国
三
十
三
所
順
奔

昭
和
四
十
九
年
七
月
七
日
不
老

ノ¥

為
夏
月
妙
照
大
姉
菩
提

奉
納
地
西
国
三
十
三
所
順
奔

昭
和
四
十
九
年
七
月
七
日
不
老

真
柄
唯
七

為
寿
呂
貞
量
大
姉
菩
提

奉
納
地
商
国
三
十
三
所
順
奔

昭
和
四
十
九
年
七
月
七
日
不
老

辻
右
ェ
門

ホ

r
F

昭
和
五
十
二
年
四
月
十
七
日

日
ド
地
西
国
三
十
三
所
巡
奔
之
符

ー
今
立
町
大
滝
法
徳
寺
同
行
二
十
五
名

又
、
第
十
八
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
粟
田
部

粟
生
寺
(
天
台
宗
真
盛
派
)
の
境
内
の
土
蔵
造

り
の
観
音
堂
(
写
真
②
)
(
同
様
に
西
国
霊
場

十
八
番
頂
法
寺
の
御
詠
歌
の
小
額
が
正
面
に
か

け
ら
れ
て
い
る
)
の
入
口
の
柱
に
も
、
同
様
の

紙
製
の
納
札
が
貼
ら
れ
た
あ
と
が
数
多
く
確
認

で
き
る
。
完
全
に
残
っ
て
い
る
二
枚
(
共
に
印

刷
さ
れ
数
字
の
み
墨
書
)
は
、
次
の
様
な
内
容

で
あ
る
。

-"-

5

昭
和
五
十
二
年
四
月
十
七
日

隔
地
西
国
三
十
三
所
巡
奔
之
符

'oar

今
立
町
大
滝
法
徳
寺
同
行
三
十
八
名

i

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
九
日

H
地
西
国
三
十
三
所
参
拝

i
岩
本
成
願
寺
同
行
二
十
六
人

こ
の
二
箇
所
の
観
音
堂
の
納
札
か
ら
次
の
諸

点
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、

現
在
も
地
西
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国
巡
拝
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

二
、
そ
の
中
心
は
、
不
老
正
円
寺
(
曹
洞
宗
)

・
大
滝
法
徳
寺
(
天
台
宗
真
盛
派
)
・
岩

本
成
願
寺
(
時
宗
)
で
あ
る
。

三
、
三
十
名
前
後
の
同
行
に
よ
っ
て
巡
拝
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
特
に
法
徳
寺
同
行

の
場
合
を
み
る
と
、
岩
本
神
社
観
音
堂
と

粟
生
寺
観
音
堂
で
の
同
行
数
に
違
い
が
見

ら
れ
、
巡
拝
途
中
に
お
け
る
参
加
者
の
出

入
が
確
認
さ
れ
る
。

四
、
個
人
名
の
納
札
三
枚
に
つ
い
て
は
、
正

円
寺
檀
中
の
一
員
と
し
て
巡
拝
に
参
加
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
縁
者
の
菩
提

を
弔
う
と
い
う
独
自
の
目
的
を
も
っ
て
い

る
。
(
こ
の
地
方
に
お
い
て
は
、
死
者
の

縁
者
は
三
年
間
は
地
西
国
を
巡
拝
す
る
と

い
う
習
慣
が
あ
加
。
)

玉
、
巡
拝
の
月
日
は
、
特
に
定
め
ら
れ
て
は

い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
六
月
や
七
月
な

ど
(
四
月
の
場
合
で
も
田
植
の
は
じ
ま
る

少
し
前
)
比
較
的
農
闘
の
時
期
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
秋
の
農
作
業
が
終
っ
た
時
期

に
巡
拝
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
浄

小
谷

越
前
固
に
お
け
る
地
西
国

土
真
宗
各
寺
院
の
報
恩
講
が
こ

の
こ
ろ
か
ら
催
さ
れ
る
た
め
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

地
域
の
庶
民
に
と
っ
て
、
地
西

国
や
報
思
議
は
、
特
定
の
宗
派

の
宗
教
上
の
行
事
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
、
宗
派
を
超
え
た
信

仰
上
の
年
中
行
事
で
あ
る
。

(
参
考
)
地
西
国
巡
拝
の
道
順

O
岩
本
の
場
合
岩
本
!
大
滝
|

不

老

五

分

市

池

泉

i
丈
室

(
昼
)
|
樫
尾
制
粟
田
部
岩
本

O
粟
田
部
の
場
合
(
昭
和
五
十
年

頃
ま
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
が

現
在
は
中
断
し
て
い
る
)
、
粟

田
部
樫
尾
|
五
分
市
|
文
室

(
昼
)
不
老
l
大
滝
|
岩
本

|
粟
田
部

次
に
、
今
立
地
西
国
の
起
源
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
い
。
岩
本
成
願
寺
(
時
宗
)
所
蔵
の

『
西
国
品
川
三
所
観
音
建
立
記
』
(
天
明
七
未
年

十
月
に
は
、
同
寺
境
内
の
外
に
あ
る
第
廿
六
番

札
所
の
観
音
堂
(
写
真
③
)
建
立
に
際
し
て
の

第 1番 矢部小左衛門母 第19番 山口又右衛門

第 2番 小林清右衛門 第20番 内田善右衛門母

第 3番大瀧三田村和泉母 第21番 川崎助右衛門

第4番 矢部小左衛門母 第22番福井渡辺勘右衛門内

第5番大瀧三田村和泉 第23番 吉崎卯右衛門

第 6番 小林清右衛門母 第24番 蓑輪彦兵衛

第7番 夜念仏講中 第25番府中松浦弥三郎内

第8番 矢部小左衛門母 第26番粟田部山田清兵衛内

第 9番 寒念仏講中 第27番大瀧山口次郎八内

第10番大瀧三田村氏娘 第28番 内田平三郎母

第11番 観音講中 第29番 小林清右衛門母

第12番 玉村治兵衛内 第30番 龍田六右衛門書

第13番 横山由兵衛 第31番 内田平三郎母

第14番 辻岡茂右衛門 第32番 三田村和泉

第15番 観音新講中 第33番 内田吉左衛門内

第16番 内田吉左衛門 熊野権現江戸西村清兵衛

第17番 内田吉左衛門内 (具定粟田部木津伊右衛門)

第18番 内田吉左衛門母

経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
堂
内
の
三
十
三
体
の
観
音
像
と
一
体

の
熊
野
権
現
像
の
施
主
名
は
右
表
の
如
く
で
あ

ヲ
h
v

。

( ~西国丹十三所観音建立記』成願寺所蔵より作成)
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観
音
の
施
主
は
、
男
性
十
一
名
、
女
性
二
十
名
、

構
中
四
件
と
な
っ
て
お
り
特
に

O
O母
と
な

っ
て
い
る
も
の
が
全
体
の
%
を
占
め
て
い
る
。

観
音
や
西
国
三
十
三
所
巡
礼
に
対
す
る
女
性
特

に
老
女
の
強
い
信
仰
心
を
示
し
て
い
る
。
又
、

念
仏
講
や
観
音
講
の
役
割
も
注
目
さ
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

つ
づ
い
て
『
建
立
記
』
は
、
観
音
堂
の
設
立

の
由
来
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

「
右
三
十
三
所
観
世
音
菩
薩
者
、
当
所
吉
崎

卯
右
衛
門
発
起
ニ
テ
安
永
田
未
年
九
月
始
終
弐

体
御
出
来
本
堂
南
ミ
方
操
ニ
儲
仮
檀
安
置
仕

置
候
堂
建
候
場
所
上
敷
所
無
之
相
談
之
上

塩
噌
蔵
南
之
方
弐
間
仕
切
安
永
七
戊
六
月
十

八
日
奉
遷
仏
候
尤
も
仏
間
造
作
之
事
者
吉

崎
空
山
有
信
之
御
才
勧
進
仕
候
而
致
成
就
候
也

尤
も
夜
念
仏
寒
念
仏
連
中
観
音
講
中
等
之
助
力

も
有
之
候
委
細
帳
面
ハ
吉
崎
家
ニ
有
之
候

右
塩
噌
蔵
仕
切
候
ニ
付
物
置
無
之
庫
裏
北
之

方
一
一
壱
間
ニ
五
間
半
之
下
屋
相
附
作
事
仕
候
(

下
略
)
」
こ
の
記
録
か
ら
、
安
永
四
年
に
出
来
た
三
十

三
所
観
音
像
が
、
安
永
七
年
に
至
っ
て
は
じ
め

て
観
音
堂
内
に
安
置
さ
れ
た
事
、
そ
し
て
、
そ

の
観
音
堂
が
塩
噌
蔵
の
一
部
を
改
造
し
て
造
ら

れ
た
事
、
し
か
も
、
そ
の
堂
の
造
作
に
際
し
て

は
、
地
域
一
帯
の
勧
進
と
、
⑧
地
域
民
衆
の
自
主

的
な
信
仰
の
組
織
で
あ
る
講
の
助
力
に
依
っ
て

い
る
事
等
が
記
さ
れ
て
お
り
、
観
音
堂
の
存
在

が
、
民
衆
の
素
朴
で
し
か
も
篤
い
信
仰
心
に
支

え
ら
れ
て
い
る
様
子
を
、
具
体
的
に
理
解
で
き

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
の
仏
教
各
宗
派
の
寺

院
数
を
検
討
し
て
み
る
。
岩
本
の
あ
る
旧
岡
本

村
は
、
十
四
ヶ
寺
中
「
一
神
教
的
傾
向
の
強
月

と
さ
れ
る
浄
土
真
宗
が
十
ヶ
寺
、
天
台
宗
二
・

時
宗
一
・
曹
洞
宗
一
で
、
浄
土
真
宗
の
占
め
る

比
率
は
七
一
・
四
%
で
あ
る
。
同
じ
く
旧
粟
田

部
村
は
十
ヶ
寺
中
、
浄
土
真
宗
五
ヶ
寺
・
日
蓮

宗
三
・
天
台
宗
一
・
浄
土
宗
一
で
、
浄
土
真
宗

の
寺
院
の
占
め
る
割
合
は
五
O
%
で
あ
加
。
従

っ
て
、
こ
の
地
域
は
、
越
前
国
に
お
い
て
は
浄

土
真
宗
の
寺
院
の
比
較
的
少
い
地
域
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
天
台
宗
・
浄
土
宗
等
、

西
国
三
十
三
所
霊
場
と
関
係
の
深
い
寺
院
は
僅

か
二
五
%
に
す
ぎ
拘
、
地
西
国
が
こ
れ
ら
の
宗

派
の
寺
院
に
よ
っ
て
の
み
支
え
ら
れ
て
い
る
と

は
考
、
え
ら
れ
な
い
。
浄
土
真
宗
や
日
蓮
宗
な
ど

の
「
一
神
教
的
傾
向
の
強
い
」
宗
派
の
寺
院
が

多
数
存
在
す
る
こ
と
と
、
西
国
三
十
三
所
霊
場

に
対
す
る
信
仰
と
は
、
単
純
に
相
対
立
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
共
存
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
加
。
従
っ
て
、
第
一
に
こ
の
地
域
に

浄
土
真
宗
や
日
蓮
宗
が
浸
透
し
て
く
る
以
前
の
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宗
教
、
第
二
に
天
台
・
時
宗
・
曹
洞
宗
各
寺
院

の
強
い
教
導
力
、
第
三
に
一
般
民
衆
の
聞
で
広

く
信
仰
さ
れ
て
い
る
現
世
利
益
的
性
格
の
強
い

諸
種
の
民
間
信
仰
の
存
在
が
、
西
国
三
十
三
所

霊
場
へ
の
信
仰
を
支
え
る
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
こ
の
素
朴
で
し
か
も
篤
い
信
仰
心
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
る
の
か
。
第
廿

六
番
札
所
の
観
音
堂
の
造
作
に
も
関
係
し
た
観

音
講
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
ひ
こ
の
講
は
岩
本
成

願
寺
上
観
音
講
と
称
し
、
安
永
四
年
に
成
立
し
、

現
在
に
至
る
迄
、
約
二

O
O年
以
上
に
亘
っ
て

連
綿
と
し
て
続
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

事
は
、
講
の
催
さ
れ
た
日
時
・
参
加
者
・
諸
費

用
等
が
記
録
さ
れ
て
い
る
「
安
永
四
乙
未
季
正

月
十
八
日
観
音
講
定
書
覚
帳
岩
本
講
中
」

「
丁
丑
文
化
十
四
年
正
月
十
七
日
観
音
議
再

定
覚
帳
議
中
」
「
明
治
廿
九
年
申
旧
正
月
吉

日
観
音
講
万
覚
帳
講
中
」
「
明
治
四
拾
年

丁
未
一
月
観
音
講
定
書
覚
帳
講
中
」
「
大

正
拾
五
年
拾
月
与
利
上
観
音
講
万
控
帳
」
の

五
冊
の
横
帳
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
(
以

下
、
現
講
員
の
一
人
で
あ
る
山
口
喜
代
治
氏
l

谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国

岩
本
ー
の
話
に
よ
る
。
)
現
在
講
員
は
十
二
人

(
十
二
軒
と
い
う
意
味
と
解
し
た
方
が
適
切
)
で
、

毎
年
十
二
月
に
畿
を
ひ
い
て
翌
年
の
月
毎
の
宿

を
決
め
、
毎
月
十
七
日
夜
に
そ
の
宿
で
講
が
も

た
れ
て
い
る
。
御
詠
歌
は
旧
節
で
(
岩
本
に
は
、

一
遍
講
と
い
う
新
節
の
下
観
音
講
も
あ
る
)
、
後

で
少
々
の
振
舞
が
あ
る
が
、
そ
の
費
用
は
宿
で

賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
講
の
時
に
掛
け
る

観
音
の
掛
軸
と
前
述
し
た
関
係
書
類
は
、
宿
か

ら
宿
へ
と
そ
の
都
度
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
又
、

西
国
三
十
三
所
の
寺
々
に
参
拝
す
る
と
い
う
目

的
で
、
各
議
員
が
月
二
千
円
の
積
立
を
お
こ
な

っ
て
い
る
等
、
成
願
寺
と
は
直
接
的
に
は
関
係

の
薄
い
講
買
に
よ
る
自
主
的
な
信
仰
を
核
と
し

た
組
織
で
あ
る
。

成
立
頭
初
の
講
の
活
動
の
内
容
は
、
安
永
四

年
の
「
定
書
覚
帳
」
と
文
化
十
四
年
の
「
再
定

覚
帳
」
の
前
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る
講
規
約
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
永
四
年
の
「

定
書
覚
帳
」
に
よ
る
と
、

一
、
毎
日
十
七
日
之
タ
中
間
順
番
ニ
講
相
勤

尤
仏
前
へ
燈
明
捧
、
講
中
寄
合
西
国
三
拾

三
所
順
礼
御
詠
歌
ヲ
上
ケ
未
来
ノ
道
ヲ
悦

可
申
宛
事

一
、
毎
月
壱
人
前
ニ
鳥
目
三
銅
ッ
、
為
掛

銭
出
ン
可
申
宛
之
事
尤
鳥
目
積
置
議
中

之
内
何
連
不
寄
西
国
順
礼
志
之
方
江
為

草
駐
料
可
致
進
上
宛
之
事

一
、
毎
月
議
中
相
勤
候
節
当
番
之
方
占
茶
契

菓
子
ヲ
振
舞
可
申
宛
之
事
附
り
其
外
之

馳
走
ハ
施
主
ヨ
け
勝
手
次
第
之
事
何
法
儀
ヲ

悦
未
来
之
種
ヲ
腹
ニ
一
盃
詰
可
申
事
第
一
也

附
リ

帳
箱
ハ
講
初
-
一
講
中
へ
進
上
致
し
渡
次
平
し

(
下
略
、
・
・
・
・
は
小
谷
)

と
な
っ
て
お
り
、
共
同
飲
食
と
講
員
に
よ
る
自

立
的
な
運
営
等
典
型
的
な
宗
教
講
と
し
て
の
条

件
を
備
え
て
い
加
。
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

掛
金
積
立
の
一
部
を
西
国
巡
礼
の
者
へ
の
草
軽

料
と
し
て
計
上
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
地

域
に
お
い
て
は
か
な
り
恒
常
的
に
西
国
巡
礼
が

お
こ
な
わ
れ
、
し
か
も
こ
の
観
音
講
が
、
そ
の

背
景
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
加
。
言

わ
ば
こ
の
講
が
代
参
議
的
性
格
を
も
っ
て
い
る

と
言
え
る
。
更
に
、
文
化
十
四
年
の
「
再
定
覚

帳
」
に
は
、
講
の
催
さ
れ
る
様
子
が
よ
り
具
体
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的
に
-
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
毎
月
十
七
日
夕
順
番
ニ
御
講
相
勤
可
申

御
仏
前
江
御
燈
明
御
蝋
燭
弁
御
詠
歌
壱
番
ニ

せ
ん
香
壱
本
ッ
、
奉
捧
可
申
事

一
、
御
講
之
儀
汁
の
椀
ニ
盛
切
格
者
い
、
時

の
有
合
阿
へ
物
壱
品
斗
、
其
外
一
切
取
扱
決

而
可
為
無
用
事

一
、
御
仏
供
米
之
儀
以
定
升
当
番
・
5
相
集
メ

可

申

尤

参

不

参

不

構

毎

月

格

米

出

シ

可

申

猶

又

誰

成

共

勝

手

次

第

之

者

出

合

賑
々
敷
御
講
相
勤
可
申
候
事

一
、
懸
銭
之
儀
前
々
、
5
定

之

通

リ

月

二

二

丈
ッ
、
年
か
三
拾
六
文
閏
有
之
年
者
三
拾

九
文
懸
可
申
事

一
、
講
仲
間
之
家
内
死
去
有
之
世
間
香
儀
請

候

時

者

懸

銀

之

内

占

為

香

儀

三

匁

指

遣

可
申
候
当
人
方
ニ
モ
七
日
之
内
一
一
御
講
一
座

相
勤
可
申
尤
御
格
米
を
集
メ
常
御
講
之
通

定

之

外

一

切

馳

走

竪

無

用

且

亦

世

間

香

儀
不
請
又
ハ
子
共
死
去
之
時
ハ
仲
間

S
香

儀
な
し
御
茶
斗
ニ
而
四
日
め
の
タ
寄
合
御

詠
歌
上
ケ
可
申
事

毎
年
初
議
之
節

100 

懸
銭
出
入
勘
定
相
改
可

刊

安
水
六
丁
酉
年
辰
三
月
八
日
出
立
七
月
九
日
帰
国

南
無
阿
弥
陀
仏
天
下
泰
平
五
穀
成
就
万
民
豊
楽

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩

i
、
:
-
当
所
住

既
、
ョ
木
津
善
隆
敬

第四番札所 粟生寺境内観音堂内納札

(昭和55年4月27日撮影)

三
界
万
霊
六
親
春
属
七
世
父
母
竹
木
国
土
芸
皆
成
仏
二
世
安
楽

(
巡
礼
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
こ
の
様
な
納
札
を
札
所
の
寺
堂
に
打
ち
な
が
ら
巡
拝
を
続
け
た
。
こ
の

粟
生
寺
観
音
堂
内
に
打
た
れ
て
い
る
納
札
は
、
西
国
巡
拝
を
お
え
た
報
告
も
兼
ね
て
堂
内
に
納
め
ら
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
)

予奉

語唖
代四

々国
格光ニ
道右岳十
清主著二
手。i 栄ご一
居里居 F斤
士，[5，士 }I頃

月歪IJ札
窓十岸
清三智
心回栄
大忌法
姉尼
菩菩
提提

同
知
日
秀
白

同
伴
四
人
之
供
人
徳ハ
左イ
エ長ヤ
門四
四郎
郎
兵
治

" 衛
由
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申
事
右
之
条
々
相
談
之
上

上
者
御
講
永
久
相
続
候
様

可
申
者
也
レ
(
下
略
)

講
の
手
順
、
質
素
な
振
舞
、
仏
供
米
・
懸
銭

の
徴
集
と
そ
の
監
査
、
議
員
等
死
去
の
際
の
香

儀
等
、
安
永
の
定
書
に
加
え
て
よ
り
一
層
綿
密

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
約
二

O
O年

を
経
た
現
在
も
、
前
述
し
た
様
に
、
ほ
ゾ
同
じ

内
容
で
講
が
も
た
れ
て
お
り
、
代
々
の
講
員
達

の
「
永
久
相
続
候
様
信
心
を
励
」
む
強
い
意

志
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
の
様
な
観
音
講
を
背
景
と
し
て
、

西
国
三
十
三
所
へ
の
巡
礼
は
、
具
体
的
に
は
ど

の
様
な
形
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
粟
田
部
粟
生
寺
境
内
に
あ
る
観
音
堂
内
に

打
た
れ
て
い
る
木
製
の
納
札
に
よ
っ
て
考
え
て

み
る
。
こ
の
観
音
堂
内
に
は
、
安
永
六
年
よ
り

明
治
十
五
年
ま
で
、
計
十
八
枚
に
の
ぼ
る
納
札

が
打
た
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
如
く
、
西
国
三

十
三
所
の
札
所
に
打
た
れ
て
い
る
納
札
の
調
査

に
よ
る
と
、
現
在
の
段
階
で
は
、
越
前
か
ら
の

巡
礼
の
も
の
は
一
枚
も
発
見
さ
れ
て
い
な
?
}

と
か
ら
、
こ
の
観
音
堂
の
納
札
は
、
こ
の
地
域

相
極
申
候

信
心
を
励

谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国

に
お
け
る
西
国
巡
礼
の
様
子
を
示
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
越
前
田
に
お
け
る
近
世
の
西
国
巡

礼
の
存
在
を
実
証
す
る
も
の
と
し
て
も
貴
重
な

史
料
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
写
真
④
の
安
永
六

年
の
納
札
は
、
十
八
枚
中
最
も
古
く
か
っ
、
当

時
の
西
国
巡
礼
の
目
的
な
ど
を
か
な
り
具
体
的

に
物
語
っ
て
い
る
。

又
、
次
表
は
堂
内
の
全
納
札
を
綱
目
毎
に
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。

寛 天 天
安氷 年月

政 明 明

年% 4 
8 6 6 

日

年% %1年% ?l6年% 
期
問

世善属春菩 両
二祖就天

安楽 、 親 世提菩 、下 目

往生提先祖 安楽 万泰
、豊民平

極、代
惹上目己 楽五

楽滅々
的、罪六 成 、穀成

二生親 仏先

木 山 山 11玉 ィ古四徳ハ 木
11 (木 口 村 左 J111 1幸 人i章

あ茂
害屋 可於普 へ郎衛長ヤ 智善
衛浄 E〆王、 四

き七 門円 碩春衛
衛(平11)(門11)郎秀隆

名
倭) 倭) (11) 供)

嘉 嘉
嘉永

文 文 文 文 文

万t 力t 政 化 1t 1t 化

6 6 1 9 10 4 2 1 
年γ 年γ %i年% 年予/

年
年う/

年 % 年う/

提二
祖代現当

現 先祖
世 世 世 当

安楽 安楽 安楽
々二 代

法世 世 々

先
平界安楽 安楽

語霊童祖 等
宝ロ主 先

宇庄斉高 おおおお 11福 とるつい 小字福岩 いっせ妙む 山;1¥戸大 木

野七藤五
けたすと 田 黒野田 堀 屋和 津
んにみみ よいよち 町金 そねき蓮め

善、忠兵 き 郎左 伝かそ右
下屋

喜き登
四 兵衛 カ F可

郎同蔵衛 つ衛 衛年の門 房ツ幾 助巳せ

母妻母母 何)門
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日月 日月 文 安政 安政 安政
治 治 久
15 13 2 6 4 3 

年死 年弘 年予/ 年Yz， 年予/ 年% 

現 現

当 世

安穏後世

安楽
世

善所

池万永岡谷 福 池同大同林林吉良 岡 林 六 大同林
同車戸
イ同T 

田口田 口 田 回西新 四 坂田
子息屋清

路さ屋小き良左
3 

己たすなもZムノ、屋タ長ツ右右モ良 字蔵 人
王9<、 権 衛衛兵 三衛 兵母

きまなかま衛 衛 七イ吉ヨ門門ヨ衛 屋き郎よ門 衛妙

母 dし、

以
上
の
納
札
か
ら
次
の
点
が
明
ら
か
と
な
る
。

一
、
先
の
成
願
寺
観
音
堂
の
観
音
像
の
寄
進

(
安
永
四
年
)
、
同
観
音
堂
の
造
作
(
同
七
年
)
、

岩
本
の
観
音
講
の
設
立
(
同
四
年
)
、
そ
し
て

粟
生
寺
観
音
堂
内
の
安
永
六
年
の
納
札
等
か

ら
、
安
永
年
間
に
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
西

国
三
十
三
所
霊
場
に
対
す
る
信
仰
が
、
民
衆

的
水
準
に
お
い
て
既
に
定
着
し
て
い
た
。

二
、
天
保
期
と
慶
応
・
明
治
初
年
期
を
除
い
て
、

は
ず
継
続
し
て
西
国
に
巡
礼
が
旅
立
っ
て
い

た
事
が
知
ら
れ
、
先
述
し
た
全
国
的
傾
向
と

一
致
す
る
。

三
、
出
発
の
時
期
は
、
そ
の
行
程
が
か
な
り
長

期
間
で
し
か
も
難
所
が
多
い
事
等
か
ら
夏
秋

冬
等
条
件
の
悪
い
季
節
を
避
け
て
、
三
月
1

五
月
の
穏
や
か
な
春
に
集
中
し
て
い
る
(
七

O
%
強
)
。
又
、
そ
の
期
間
も
、
二
ヶ
月

i
四

ヶ
月
を
要
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。

四
、
巡
礼
の
目
的
は
、
一
部
(
安
永
六
年
・
天

明
八
年
)
を
除
い
て
、
先
祖
の
菩
提
を
弔
い
、

自
己
の
現
世
と
来
世
の
安
楽
を
願
っ
て
い
る

も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
安
永
六
年
や
天
明

八
年
の
納
札
の
場
合
は
、
木
津
善
隆
や
山
木

屋
浄
円
等
の
僧
号
を
持
つ
者
が
記
さ
れ
て
お

り
、
よ
り
広
く
深
い
目
的
を
も
っ
て
巡
拝
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
化
四
年
の
納
札

(
妙
蓮
)
や
、
安
政
四
年
の
も
の
(
妙
心
)
に

も
、
そ
の
傾
向
を
窺
え
る
。

玉
、
納
札
に
人
物
名
の
記
さ
れ
て
い
る
六
十
三

名
中
、
四
十
名
(
六
三
%
)
が
女
性
名
で
あ

り
、
岩
本
の
場
合
と
同
様
に
女
性
の
観
音
や

西
国
三
十
三
所
霊
場
へ
の
強
い
信
仰
心
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
女
性
の
み
の

名
の
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
四
枚
に
す
ぎ

ず
(
内
一
枚
は
妙
蓮
と
い
う
号
を
も
っ
女
性

が
い
る
)
、
大
部
分
が
夫
婦
・
親
(
母
)
子
(
息

子
)
あ
る
い
は
供
と
考
え
ら
れ
る
者
が
同
伴
し

て
い
る
等
女
性
の
み
に
よ
る
長
期
に
亘
る
旅

立
の
物
理
的
社
会
的
困
難
き
を
窺
え
初
。
(
女

性
名
の
み
が
-
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
そ
の

事
が
必
ら
ず
し
も
女
性
の
み
に
よ
っ
て
巡
礼

が
行
な
わ
れ
た
事
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
)

六
、
巡
礼
の
年
令
・
職
業
・
社
会
的
階
層
の
詳

細
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
、
こ

こ
で
は
安
永
六
年
の
納
札
の
内
容
を
検
討
す

る
こ
と
か
ら
課
題
の
糸
口
を
考
え
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
旧
粟
田
部
村
の
木
津
家
は
代
々

酒
造
を
業
と
し
他
に
生
糸
商
な
ど
も
営
む
豪

農
で
、
明
治
初
年
に
は
区
長
や
副
区
長
な
ど

も
勤
め
今
立
郡
の
要
職
に
あ
っ
た
。
木
津
善
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隆
は
、
享
保
六
年
に
生
れ
寛
政
七
年
三
月
二

十
九
日
に
死
去
、
同
納
札
中
の
智
秀
(
天
明

三
年
四
月
二
十
一
日
死
去
)
は
善
隆
の
妻
で

あ
る
。
善
隆
は
、
善
隆
和
尚
(
法
名
一
心
院

清
岳
善
隆
和
尚
)
と
称
さ
れ
、
在
家
の
身
で

和
尚
の
僧
位
を
贈
ら
れ
た
篤
い
仏
教
信
者
で

あ
っ
た
。
天
台
宗
真
盛
派
本
山
近
江
坂
本
西

教
寺
(
粟
田
部
粟
生
寺
は
同
宗
同
派
)
に
対

し
て
も
功
績
の
多
か
っ
た
人
物
で
、
と
く
に

岡
山
勧
学
寮
の
創
立
と
経
営
に
ー
重
要
な
役
割

り
を
果
し
た
。
光
岳
善
栄
居
士
(
享
保
十
四

年
正
月
六
日
死
去
)
は
善
隆
の
父
(
善
隆
八

オ
の
時
に
死
去
)
、
到
岸
智
栄
法
尼
(
明
和

四
年
八
月
四
日
死
去
)
は
母
で
あ
る
。
又
、

格
道
清
矛
居
士
(
寛
延
四
年
八
月
二
十
一
日

死
去
)
は
俗
名
田
中
登
、
月
窓
清
心
大
姉
(
明

和
六
年
七
月
二
十
七
日
死
去
)
は
田
中
登
の

妻
蛇
な
っ
て
い
る
。
(
以
上
は
、
木
津
家
上
過

去
記
」
並
び
に
「
粟
田
部
村
木
津
家
略
歴
L

に
よ
る
。
)
更
に
、
木
津
郡
平
氏
の
話
に
よ
る

と
、
ハ
イ
ヤ
長
四
郎
は
灰
屋
、
治
へ
衛
は
布

屋
、
徳
左
ェ
門
は
山
木
屋
な
る
屋
号
を
そ
れ

ぞ
れ
持
っ
て
お
り
(
四
郎
平
に
つ
い
て
は
不

谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国

明
)
、
木
津
家
と
は
縁
戚
に
あ
た
る
家
々
で

あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
こ
の
納
札
の
示
す
輪

郭
が
は
ず
明
ら
か
と
な
る
。
粟
田
部
有
数
の

豪
農
で
あ
り
酒
造
業
を
も
営
ん
で
い
た
木
津

善
隆
は
、
在
家
で
あ
り
な
が
ら
和
尚
と
い
う

僧
位
を
持
つ
程
の
篤
信
者
で
、
粟
生
寺
を
通

じ
て
あ
る
い
は
直
接
に
本
山
西
教
寺
と
も
極

め
で
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
善
隆

が
、
幼
な
い
時
に
亡
く
し
た
父
善
栄
の
五
十

回
忌
と
母
智
栄
の
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
父

母
と
縁
者
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
妻
の
智
秀
二
、
池
田
地
西
国

と
同
家
の
縁
者
四
名
を
供
と
し
て
、
安
永
六
池
田
地
西
国
は
、
地
図
の
一
不
す
様
に
池
田
町

年
の
春
(
善
隆
五
十
五
・
六
オ
)
西
国
三
十
の
稲
荷
を
中
心
と
す
る
。
通
称

ρ

中
番
。
と
呼

三
所
巡
礼
の
旅
に
立
っ
た
。
縁
者
の
菩
提
を
ば
れ
て
い
る
一
帯
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
、
中
番

弔
う
た
め
に
西
国
三
十
三
所
を
巡
拝
す
る
と
と
い
う
地
域
は
、
現
在
の
池
田
町
立
第
一
小
学

い
う
考
え
は
、
岩
本
神
社
境
内
観
音
堂
の
納
校
校
下
(
下
池
田
地
区
を
除
く
)
と
は
ず
一
致

札
に
み
ら
れ
た
風
習
に
関
係
し
て
興
味
深
い
。
し
、
下
池
田
(
旧
下
池
田
村
)
や
角
間
谷
(
第

「
天
下
泰
平
五
穀
成
就
万
民
豊
楽
:
:
:
」
と
三
小
学
校
校
下
)
と
と
も
に
、
池
田
の
一
生
活

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
単
に
形
式
的
な
願
圏
で
も
あ
る
。

文
で
あ
る
と
み
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
父
母
と
こ
の
地
西
国
に
つ
い
て
は
、
『
池
田
町
史
』

縁
者
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
だ
け
で
な
い
篤
信
に
、
「
寛
政
十
二
年
(
一
八

O
O
)
次
郎
左
ェ
門

者
善
隆
の
面
目
を
示
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
の
発
議
で
池
田
三
十
三
ヶ
所
が
作
ら
れ
更
に
明

が
で
き
る
。
木
津
家
は
勿
論
の
事
、
供
の
家
治
二
十
八
年
、
池
田
藤
内
之
助
等
が
発
起
人
と

も
商
業
と
の
関
係
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
農
繁
期
を
含
ん
だ
長
期
間
の
旅

立
は
、
一
般
農
民
に
と
っ
て
は
殆
ん
ど
不
可

能
な
事
で
あ
り
、
直
接
農
作
業
に
は
携
き
わ

ら
な
い
豪
農
や
商
人
的
性
格
を
持
っ
た
人
々

で
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
柄
。
他
の
納
札
の
中
の
、
大
和
屋
・
炉

屋
・
大
坂
屋
・
六
路
屋
・
池
田
屋
等
の
屋
号

も
そ
の
事
を
示
唆
し
て
い
る
。
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な
っ
て
有
志
を
集
め
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
を
巡

拝
し
て
、
境
内
の
土
を
一
瓶
ず
つ
持
ち
帰
り
そ

れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に
奉
埋
し
て
、
地
方
三
十
三

ヶ
所
の
御
札
所
と
し
お
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
『
池
田
町
古
文
書
目
録
』
の
原
繁
憲
〈
田
中
治

郎
左
ヱ
門
〉
家
文
書
に
、
「
御
注
文
書
、
新
造
三

十
三
所
観
世
音
御
長
立
像
七
寸
位
座
像
三
寸
五

分
」
と
あ
り
、
寛
政
十
二
年
起
源
が
明
ら
か
で

あ
る
。
)
毎
年
八
月
十
日
午
前
七
時
頃
に
薮
田
の
二
番

札
所
に
集
合
し
、
そ
こ
か
ら
地
西
国
巡
拝
が
始

ま
加
。
近
年
の
参
集
人
数
は
三
十
j
四
十
名
程

度
で
、
年
配
の
女
性
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て

お
り
そ
の
老
女
に
連
れ
ら
れ
た
子
供
(
孫
)
が

数
人
、
男
性
は
先
達
(
現
在
は
山
田
の
杉
本
善

一
と
い
う
在
家
の
人
で
親
杉
本
末
吉
の
代
か
ら

先
達
を
つ
と
め
て
い
る
)
を
含
め
て
五
人
程
度

で
あ
る
。
巡
礼
の
人
数
は
、
全
行
程
を
通
し
て

一
定
で
は
な
く
多
少
の
増
減
が
み
ら
れ
先
の
今

立
地
西
国
と
同
様
で
あ
る
。
巡
拝
の
道
順
も
今

立
の
場
合
と
同
じ
く
札
所
の
番
数
と
同
じ
で
は

な
く
、
薮
田
稲
荷
!
月
ヶ
瀬
市
|
分
野
l

上
荒
川
八
口
l
l
板
垣
|
寺
島
1

山
田
(
龍
淵
寺
〈
曹

洞
宗
〉
で
昼
食
昼
寝
を
し
て
涼
し
く
な
っ
て
か

ら
出
発
)
寺
谷
|
広
瀬
!
水
海
l
宮
谷
と
な

っ
て
い
る
。
各
札
所
に
お
い
て
は
先
達
の
振
る

鈴
に
あ
わ
せ
て
御
詠
歌
が
唱
え
ら
れ
る
が
、
今
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立
の
様
に
納
札
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
各

札
所
に
お
い
て
は
、
個
人
管
理
の
場
合
は
そ
の

家
の
人
が
、
区
管
理
の
場
合
は
当
番
(
主
と
し

て
区
婦
人
会
)
の
人
達
が
前
日
よ
り
清
掃
・
飾

り
付
け
・
御
供
え
等
の
諸
準
備
を
行
い
、
当
日

は
そ
の
札
所
で
巡
礼
の
到
着
を
待
つ
。
地
西
国

の
巡
礼
と
共
に
御
詠
歌
を
唱
え
た
後
、
御
供
物

の
菓
子
や
呆
物
・
御
茶
等
の
接
待
を
行
う
の
も

こ
の
管
理
者
の
家
族
や
区
の
当
番
の
重
要
な
役

目
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
接
待
は
以
前
か
ら
盛

ん
で
子
供
達
の
参
加
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

巡
礼
の
大
多
数
は
、
や
は
り
、
浄
土
真
宗
の
信

徒
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
又
、
そ
れ
ぞ

れ
の
堂
の
前
の
踏
石
の
下
に
は
そ
の
番
に
あ
た

る
西
国
三
十
三
所
の
札
所
の
土
を
土
嚢
の
中
に

入
れ
て
埋
め
て
あ
り
、
地
西
国
の
巡
礼
が
そ
の

場
所
を
踏
ん
で
御
詠
歌
を
唱
え
る
と
、
西
国
三

十
三
所
の
霊
場
に
直
接
参
拝
し
た
の
と
同
じ
効

験
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
(
写
真
⑤
)

以
上
か
ら
、
次
の
諸
点
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
こ
の
地
西
国
は
、
自
給
性
の
強
い
山
村
池

田
に
お
け
る
信
仰
の
形
態
を
示
し
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
農
閑
期
に
お
け
る
地
域
住
民

小
谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国

の
親
睦
を
兼
ね
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
的
側

面
を
持
っ
て
い
る
。

二
、
次
表
は
、
札
所
の
あ
る
区
の
仏
教
信
仰
の

様
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
院
数
に
限

る
と
、
曹
洞
宗
二
・
浄
土
真
宗
一
・
時
宗
一

・
天
台
宗
一
と
な
っ
て
お
り
、
浄
土
真
宗
が

二
O
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
越
前
に
お
い

17番札所 山田岩届内地蔵での巡
(昭和53年 8月10日撮影)

て
は
特
殊
な
地
域
と
み
る
事
が
で
き
る
。
し

か
し
、
檀
家
数
に
よ
る
と
、
浄
土
真
宗
約
七

五
%
・
日
蓮
宗
六

1
七
%
・
曹
洞
宗
約
九
%

・
時
宗
六
%
前
後
・
天
台
宗
三
%
前
後
と
な

り
、
越
前
の
他
の
地
域
と
同
様
に
浄
土
真
宗

の
檀
家
の
占
め
る
割
合
が
非
常
に
高
く
、
浄

土
真
宗
は
区
に
お
け
る
道
場
と
い
う
形
で
信

徒
を
組
織
し
て
い
る
様
子
が
知
れ
る
。
従
っ

て
、
地
西
国
の
巡
礼
の
大
部
分
が
浄
土
真
宗

の
信
徒
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
事
は
、

こ
の
地
域
の
信
徒
の
平
均
的
状
態
を
反
映
し

て
い
る
事
を
物
語
っ
て
お
り
、
こ
の
地
西
国

が
特
定
の
宗
派
の
信
徒
に
限
定
さ
れ
た
信
仰

で
は
な
く
、
池
田
中
番
地
域
の
年
中
行
事
で

あ
る
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。
札
所
が
区
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
そ
の
区
の
当
番
に
よ
っ

て
世
話
が
行
わ
れ
る
事
も
、
地
域
の
年
中
行

事
で
あ
れ
ば
至
極
当
然
と
い
え
る
。

三
、
池
田
地
西
国
も
、
大
願
寺
・
龍
淵
寺
・
西

光
寺
・
阿
弥
陀
寺
等
こ
の
地
域
に
お
け
る
時

.
曹
洞
・
天
台
の
各
宗
寺
院
の
強
い
教
導
力

に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
は
言
う
迄
も
な
い
が
、

基
本
的
に
は
地
西
国
の
運
営
等
に
も
み
ら
れ
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札所のある区内の宗派別檀家数・寺院名・道場名

~ 
浄土真 日蓮宗 曹洞宗

檀時 家宗
天台宗

計宗檀家 檀家 檀家 檀家
区内に 区 内

正大 昭和 大昭 大昭 正大 昭和 正大 昭和 正大 和昭正和 正平日
非之 50 未 50 未 50 来日 未 50 未 50 ある寺院名 ある道場
年年 年年 年年 年年 年年 年年

薮 回 301 27 1 11 31 28 
戸

高官 荷 121 39 l 3 3 21 28 30 441 74 大願寺(時)

月ヶ瀬 301 26 301 26 善徳寺・誠徳(寺浄道真場) 

市 181 19 3 2 211 21 喜善摂寺道場(浄真)

分野・上荒谷 571 46 121 10 691 56 普功誠徳徳徳寺寺寺道道道場場場~浄浄(日真真)) ) 

本反 垣 241 20 221 15 461 35 感西福応寺寺道道場場(浄(日真)) 

寺 島 201 25 l l 2 6 231 32 

山 田 35 28 131 11 3 3 l 11 52 43 龍淵寺(曹) 普徳寺道場(浄真)

寺 谷 211 14 151 12 361 26 西光寺(天)

広 持E 6 5 8 8 141 13 

水海・富谷 155 130 231 20 178 150 誠阿徳弥寺陀寺(浄(真曹)) 清閑院道場(曹)

計 408 379 391 31 491 47 311 33 171 14 544 504 
曹 2、時一1 浄真一6、日-2
浄真 l、天台 l曹 l

『池田町史ド池田町の寺院、より作成(時=時宗 曹=曹洞宗 浄真=浄土真宗 日z 日蓮宗を示す。

分野・宮谷はそれぞれ上荒谷区・水海区の一部として扱われることが多いので、それに従った。)

る
如
く
あ
く
ま
で
も
地
域
住
民
の
能
動
的
な

活
動
に
依
拠
し
て
い
る
。
神
社
の
社
殿
や
境

内
の
堂
に
把
ら
れ
て
い
る
金
比
羅
・
不
動
・

薬
師
・
地
蔵
等
の
民
間
信
仰
が
、
こ
の
能
動

的
な
活
動
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

具
体
的
に
は
、
第
十
番
札
所
上
荒
谷
八
幡
神

社
境
内
の
薬
師
堂
に
、
産
後
の
母
乳
が
よ
く

出
る
こ
と
を
願
っ
て
乳
房
の
縫
い
ぐ
る
み
が

彩
し
く
奉
納
さ
れ
て
い
る
事
や
、
第
十
七
番

札
所
山
田
岩
屈
内
地
蔵
は
眼
病
に
効
め
が
あ

る
と
い
う
事
等
で
あ
る
(
写
真
⑤
)
。
こ
の
様

に
、
こ
の
地
西
国
札
所
は
地
域
の
人
々
の
日

常
生
活
と
密
着
し
た
素
朴
な
信
仰
群
(
時
代

を
隔
て
た
種
々
の
文
化
信
仰
が
併
存
す
る

山
村
的
特
色
を
も
っ
)
を
包
含
し
て
お
り
、

そ
れ
が
地
西
国
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
る

基
本
的
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
霊
場
の
土
の
奉
埋
は
、
政
治
経
済
社
会
的

制
約
に
よ
る
長
期
に
亘
る
巡
拝
の
困
難
き
と
、

西
国
三
十
三
所
霊
場
に
対
す
る
信
仰
(
代
替

で
は
な
い
本
物
に
対
す
る
信
仰
)
と
の
溝
を

埋
め
る
役
割
を
果
し
て
お
り
、
そ
こ
に
一
般

民
衆
の
素
朴
な
知
恵
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
様
な
例
は
他
の
地
域
に
お
い
て
も
み
ら

れ
る
。
今
立
地
西
国
の
札
所
で
あ
り
、
地
西

国
を
支
え
て
い
る
中
心
的
な
寺
の
一
つ
で
も

あ
る
岩
本
成
願
寺
の
裏
帥
に
は
、
山
観
音
と

呼
ば
れ
る
三
十
三
所
観
音
石
像
群
が
あ
る
。

成
願
寺
所
蔵
の
『
昭
和
三
十
年
以
降
、
山
観

音
諸
記
録
石
本
山
札
所
』
に
よ
る
と
、
「
(
前

略
)
昭
和
三
十
年
九
月
二
十
四
日
彼
岸
中
日

の
仏
日
に
当
り
、
吉
田
権
兵
衛
、
玉
村
治
兵

衛
、
井
上
小
兵
衛
、
早
瀬
喜
右
衛
門
の
五
氏

出
仕
し
て
、
前
記
参
拝
(
昭
和
三
十
年
六
月

小
谷
)
の
瑚
り
各
札
所
よ
り
権
兵
衛
氏
が

持
ち
帰
ら
れ
た
札
所
の
浄
土
を
、
当
山
観
音

像
前
に
奉
納
し
た
。
而
し
て
本
年
度
山
地
西

国
詠
歌
を
多
数
参
加
者
と
共
に
奉
唱
し
て
、

浄
土
奉
納
の
儀
を
終
え
た
。
(
下
略
)
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
越
前
園
地
西
国
第
二
十
五
番
札

所
で
あ
る
三
十
八
社
の
泰
澄
寺
境
内
の
西
国

三
十
三
番
観
音
巡
り
も
、
案
内
立
札
に
よ
る

と
「
(
前
略
)
三
十
三
所
観
音
本
地
の
御
砂
と

共
に
霊
所
と
し
て
安
置
し
て
あ
り
、
巡
拝
修

業
せ
ば
四
万
八
千
日
の
功
徳
あ
り
(
下
略
)
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
丸
岡
町
谷
町
の
福
家
寺
(

谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国

曹
洞
宗
)
で
は
、
三
十
一
世
見
桃
道
徹
大
和
尚

が
西
国
三
十
三
所
か
ら
持
ち
帰
っ
た
小
石
を

袋
に
包
み
番
号
を
書
き
、
そ
れ
を
踏
む
と
い

う
行
事
が
、
当
寺
千
手
観
音
の
御
開
帳
の
時

(
九
月
一
日
「
に
行
わ
れ
て
い
加
。
同
町
一

本
田
の
観
音
院
の
横
に
あ
る
石
柱
l
濃
州
散

人
嘗
院
現
住
厭
音
白
毛
建
之
に
は
、
「
此

之
と
こ
路
三
十
三
所
の
土
越
う
つ
む
為
門

H

U
し
て
是
を
免
ぐ
る
遍
く
も
の
な
り
」
と
彫

ら
れ
て
い
る
。
『
丸
岡
町
史
』
に
よ
る
と
、
寛

政
四
年
の
こ
と
で
あ
か
。
以
上
の
事
か
ら
、

霊
場
の
土
や
砂
や
小
石
を
持
ち
帰
り
そ
れ
を

信
仰
の
手
段
と
す
る
事
は
、
地
方
と
霊
場
と

の
空
間
的
溝
を
埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信

仰
の
権
威
付
け
と
一
層
の
深
化
を
は
か
る
と

い
う
点
で
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

一=一口、ぇヲ令。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
は
、
越
前
に
お
け
る
西
国
三

十
三
所
霊
場
の
存
在
と
、
今
立
・
池
田
両
地
西

国
に
例
を
と
っ
て
そ
の
信
仰
の
成
立
と
実
態
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

越
前
に
お
け
る
地
方
霊
場
も
、
近
世
中
期
以

降
の
西
国
三
十
三
所
霊
場
信
仰
の
地
方
化
民
衆

化
の
全
国
的
傾
向
の
中
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、

越
前
に
お
け
る
独
自
の
観
音
信
仰
(
白
山
信
仰
)

や
仏
教
教
団
(
曹
洞
宗
)
を
母
体
と
し
て
お
り
、

更
に
小
地
域
の
場
合
は
そ
の
地
域
の
民
衆
の
素

朴
な
民
間
信
仰
と
密
着
し
た
能
動
的
な
信
仰
の

姿
を
示
し
て
い
る
。

地
方
に
お
け
る
西
国
三
十
三
所
の
霊
場
を
巡

拝
す
る
地
西
国
も
、
天
台
・
真
言
・
時
・
曹
洞

.
臨
済
の
各
宗
寺
院
の
強
い
教
導
力
に
支
え
ら

れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
民
衆
の
自
立

的
な
信
仰
活
動
(
講
・
村
l
区
・
地
域
)
を
母

体
と
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
例
え
ば
、

今
立
町
岩
本
の
観
音
講
は
地
域
住
民
の
自
立
的

組
織
と
し
て
約
二

O
O年
に
及
ぶ
信
仰
の
灯
を

と
も
し
続
け
て
き
た
。
こ
の
信
仰
的
土
壌
を
ぬ

き
に
し
て
は
、
観
音
像
・
観
音
堂
の
寄
進
・
造

作
や
地
西
国
、
更
に
先
祖
の
菩
提
を
弔
い
白
己

の
二
世
の
安
楽
を
祈
っ
た
西
国
三
十
三
所
霊
場

の
巡
拝
等
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

特
に
、
粟
田
部
粟
生
寺
の
観
音
堂
の
納
札
は
越
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小
谷

越
前
国
に
お
け
る
地
西
国
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前
に
お
け
る
西
国
巡
礼
の
存
在
と
そ
の
実
態
を

知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
又
、

池
田
地
西
国
に
よ
っ
て
、
西
国
三
十
三
所
札
所

が
村
の
信
仰
体
系
の
中
に
す
っ
か
り
根
を
お
ろ

し
、
地
域
の
年
中
行
事
化
し
て
い
る
様
子
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
些
か
史
料
紹
介
に
偏
し
た
け
れ
ど
も
、

地
西
国
の
存
在
と
実
態
を
通
し
て
、
越
前
に
お

け
る
民
衆
の
信
仰
を
知
る
上
の
参
考
と
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

(
追
)
拙
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
岩
本
の
観
音
講
・

池
田
地
西
国
の
巡
礼
の
方
々
・
関
係
寺
院
の
御

住
職
に
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

岩
本
成
願
寺
竹
内
明
氏
、
粟
田
部
粟
生
寺
坂
川

観
旭
氏
、
同
善
光
寺
佐
飛
良
巌
氏
、
池
田
町
稲
荷

梅
田
静
夫
氏
に
は
、
史
料
の
提
供
紹
介
、
御
堂

の
開
扉
等
、
色
々
と
御
面
倒
を
お
掛
け
致
し
ま

し
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
粟
田
部
木
津
群
平
氏
に
は
、
御
病
気
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
種
々
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。

御
平
癒
を
御
祈
り
致
し
ま
す
。

四
、
地
西
国
の
具
体
例

一
、
今
立
地
西
国

お
今
立
町
岩
本
山
口
喜
代
治
氏
談
。

お
今
立
町
岩
本
成
願
寺
住
職
竹
内
明
氏
談
。

幻
今
立
町
粟
田
部
粟
生
寺
住
職
坂
川
観
旭
氏
談
。

お
講
は
、
寸
公
的
機
関
か
ら
独
立
し
た
」
地
域
住
民

の
私
的
組
織
で
あ
り
、
し
か
も
、
寸
地
域
社
会
の
各

分
野
に
お
い
て
互
助
・
協
力
の
仕
組
み
」
と
い
う

機
能
を
持
っ
て
い
る
。
桜
井
徳
太
郎
氏
寸
村
落
に

お
け
る
神
仏
関
係
」
の
「
講
し
の
項
(
『
日
本
民
族

学
講
座
』
三
所
収
)
九
八
頁

mm

新
城
常
三
氏
前
掲
書
五
O
三
頁

ω

『
今
立
郡
誌
』
二
九
六

1
三
O
一
頁
今
立
郡

内
寺
院
仏
堂
一
覧
表
よ
り

幻
前
述
し
た
明
治
十
九
年
内
務
省
統
計
報
告
に
よ

る
と
、
浄
土
真
・
日
蓮
両
宗
の
寺
院
の
総
寺
院
数

に
占
め
る
割
合
が
、
全
国
平
均
で
三
三
・
六
%
、

越
前
国
六
九
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、

旧
粟
田
部
村
で
は
八
O
%
を
占
め
て
い
る
。
従
っ

て
、
西
国
三
十
三
所
霊
場
信
仰
と
無
関
係
の
寺
院

の
占
め
る
割
合
が
極
め
て
高
い
と
い
え
る
。

ロ
高
取
正
男
氏
・
橋
本
峰
雄
氏
『
宗
教
以
前
』

(
N

H

K
ブ
ッ
ク
ス
)
七
五
頁
で
は
、
-
親
鷺
の
到
達

し
た
弥
陀
一
仏
へ
の
帰
依
は
余
神
余
仏
の
不
拝
で

あ
っ
て
、
そ
の
否
定
に
よ
る
も
の
で
は
な
」
い
と

さ
れ
て
お
り
、
在
家
の
(
浄
土
真
宗
)
信
徒
の
場

合
は
勿
論
の
事
、
教
学
上
に
お
い
て
も
西
国
三
十

三
所
霊
場
信
仰
と
の
共
存
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

ヲ心。

お
今
立
町
岩
本
上
観
音
講
所
蔵

M

桜
井
徳
太
郎
氏
前
掲
書
九
八
頁

お
新
城
常
三
氏
前
掲
書
九
六
四
頁
「
特
定
社
寺

へ
の
参
詣
を
前
提
と
す
る
結
合
で
あ
る
講
の
存
在

の
有
無
、
及
ぴ
講
の
数
ま
た
は
講
加
入
人
員
の
多

寡
等
が
、
村
落
の
参
詣
量
を
決
定
す
る
重
要
な
鍵

と
な
る
日

お
前
田
卓
氏
前
掲
書
一
四
九
頁
「
越
中
、
越
前
、

加
賀
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
北
陸
地
方
の
人
々
の
納
札

が
一
枚
も
な
く
、
し
か
も
ど
こ
の
寺
で
も
、
こ
れ

ら
の
国
の
納
札
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
己

幻
新
城
常
三
氏
前
掲
書
九
八
八
1
九
八
九
頁
寸
封

建
的
家
族
制
度
の
程
袷
下
に
あ
る
妻
・
婦
女
子
・

幼
少
年
等
は
:
・
・
自
主
的
な
長
途
参
詣
・
行
旅
の

自
由
は
比
較
的
少
な
い
。
も
ち
ろ
ん
家
族
に
し
て

も
、
武
士
と
か
地
主
・
富
商
等
で
あ
れ
ば
、
夫
婦

連
れ
や
、
或
い
は
彼
等
単
独
な
り
で
、
遠
隔
に
赴

く
こ
と
は
、
必
ず
し
も
無
理
で
は
な
い
。
L

前
田
卓
氏
前
掲
書
一
八
五

1
一
九
一
頁
巡
礼

の
男
女
の
比
率
を
調
査
さ
れ
「
江
戸
時
代
の
西
国

霊
場
の
各
札
所
に
あ
る
納
札
を
-
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

女
性
の
名
が
書
い
で
あ
っ
た
納
札
は
一
%
に
も
満

た
ぬ
ほ
ど
少
な
か
っ
た
U

と
し
て
、
そ
の
原
因
や

四
国
遍
路
な
ど
と
の
関
連
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
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お
粟
田
部
木
津
群
平
氏
所
蔵

ぬ
『
今
立
郡
誌
編
纂
材
料
』
所
収
(
福
井
県
立
図

書
館
所
蔵
)

ω
新
城
常
三
氏
前
掲
書
九
五
七
頁
「
江
戸
時
代

農
村
内
に
於
け
る
商
品
生
産
の
発
展
に
伴
い
、
い

わ
ゆ
る
在
郷
商
人
の
進
出
が
目
立
つ
。
彼
等
は
農

村
に
於
け
る
富
裕
層
で
あ
り
、
一
般
上
層
農
民
と

共
に
参
詣
・
行
旅
の
経
済
的
条
件
に
比
較
的
恵
ま

れ
て
い
る
J
L

二
、
池
田
地
西
国

引
『
池
田
町
史
』
一

O
六
六
頁

必
池
田
地
西
国
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
池

回
町
稲
荷
梅
田
静
夫
氏
の
話
に
よ
る
。
又
、
筆
者

も
、
昭
和
五
十
三
年
の
地
西
国
に
巡
礼
と
と
も
に

札
所
の
巡
拝
を
し
た
。

必
こ
こ
に
は
忠
霊
塔
や
秋
葉
山
が
把
ら
れ
て
お
り

こ
の
地
域
に
お
け
る
霊
地
と
考
え
ら
れ
る
。

M
H

丸
岡
町
谷
町
福
田
地
寺
住
職
増
田
兆
晃
氏
談
。

必
丸
岡
町
一
本
田
神
明
神
社
境
内
に
あ
る
。

日
日
『
丸
岡
町
史
』
八
八

l
八
九
一
貝
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